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東 部 パ イ ワ ン 族 の 家 族 と 親 族

ta・djaran(1つ の路)の 概念を中心 として

松 澤 員 子*

The Native Concept of Ta-djaran (one road) 

 —A Study of Family and Kinship among 

    the Eastern Paiwan of Formosa—

Kazuko MATSUZAWA

   This paper is based on field work carried out in two villages 
among the Eastern Paiwan from October to December 1971 and 
from July to September 1973. The Paiwan family and kinship 
have been studied by Japanese and Chinese scholars in prewar 
and postwar times. However, few of them have dealt with the 
family and kinship in relation to the whole social structure. Fur-
thermore, the symbolic or ritual aspect of kinship behavior among 
the people has been neglected.  The aim of this paper is to ana-
lyze the native concepts of kinship and kinship behavior among 
the people not only from a social-legal point of view but also 
from a symbolic-ritual one. 

   1) In general, the people employ two different terms for 
 "family"  :  ta-tsukulan and  ta-umagan. Ta-tsukulan literally means 

"a husband and wife couple" . It is extended to include not 
only the children living in the same house but also those who 
have married out, this referring to the "relationship between 

parents and children"  (mar-alalak). On the other hand,  ta-
umagan, which means "one house", is a residential family group. 
It contains a husband and a wife with or without their children 
as the core, sometimes joined by kinsmen or non-kinsmen living 
under a single roof, while excluding the children who have mar-
ried out. In both social and economic aspects, it functions as a 
basic unit of the society. The conceptual difference between  ta-
tsukulan and  ta-umaqan is rather clearly recognized by the  people  : 
the former refers to a family as viewed from personal relation-
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ships and the latter as a residential group. 
   2) The first-born child, regardless of sex, is given a special 

status. Such a child is called vusam, which is primarily the word 
for millet seed. Among the Paiwan, millet is the ritual crop 

par excellence. It is believed that the spirit (tsumas) of millet 
dwells in the seed. Somewhat in parallel with this, the first-
born child (vusam) holds a special symbolic status. There is a 
custom of ritual gift presented to the eldest sibling from younger 
siblings. It is called mali-vusam (to seek vusam) in which the 
married-out siblings bring to the eldest sibling a bundle of the 
finest millet (also called vusam) selected from the annual harvest. 
The first-born child continues to dwell in the natal house along 
with the parents after marriage and inherits—legally at birth— 
the family property such as the usufruct of arable land, the house, 
iron tools, etc. Younger children either marry a first-born child 

(vusam) of other famliy or establish a new household by marrying 
some non-vusam. Such ways of kinship and marital relations, 
however, do not bring forth any institutional differentiation be-
tween a "stem family" and its "branch families", because an 
equal emphasis is laid on both male and female line in tracing 
kinship relations among the Paiwan. Accordingly, the "eldest 
side" and the "younger sides" for the husband and those for the 
wife do not coincide with each other, and each of them presents 
or receives the ritual gift mentioned according to their respective 
status, though both of them are responsible to operate their 
household as an economic and social unit. In these regards, the 
situation is very different from this in the case of the chief's family. 

    3) Each village—not necessarily each settlement—is under 
the ritual and secular authority of a single chief. The chief is 
called  to-vusam (one millet seed). The villagers believe that 
they are genealogically related to the chief's family in some way or 
other, as expressed in such a word as ta-djaran (one  road). By 
this term the villagers explain they have "descended" from the 
chief's family, ni-apulu (the root) and thus they are ta-djaran. 
Chart 8 indicates how the people of Coacoqo village recognize 
such genealogies. There is found a remarkable tendency in 
each generation to select some "intermediary" ancestor, among 
other ones, who was more closely related genealogically to the 
chief's family, along either male (husband's) or female (wife's) 
line. Therefore, ta-djaran would imply "stem-centric network 
of genealogical-multilineal lines."
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お わ り に

 は じ め に

 この論文は,筆 者が台湾南部山地民パイワン族社会において行った現地調査の資料

に基づいてまとあたものである。第1回 の調査は1971年10月 下旬か ら12月下旬にかけ

ての約2カ 月間で,東 部山脚近 くの部落で馬淵東一教授のご指導のもとに行った。第

2回 は1972年7月 下旬から9月 中,旬までの約7週 間,西 部山地の爲家村を中心にした

調査であった。その後,約 半年間で第1回,第2回 の調査資料の整理を行い,1973年

7月 中旬から9月 中旬まで資料の不明確な点を確めるため第3回 の調査を行った。こ

の時には,先 の2回 の調査の対象となった部落を再訪問した。いずれの調査も短期で

あったため,非 常にエクステンシブであったことは認めなければな らない。また,調

査には日本語を用いたということも得 られた資料にかなりの制限がある。未熟なとこ

ろは今後の調査研究によって補ってゆきたいと希 っている。

 さて,パ イワン族の社会組織に関しては,台 湾総督府の編纂 したr蕃 族調査報告書

排湾族 ・獅設族』[1921]と 『蕃族慣習調査報告書』第5巻[1920-1922]が すでに

大正時代に公刊されており,い ずれも現在では得がたい資料の集大成である。とくに

後者は,報 告書全体の約半分をパイワン社会に割いている。ついで移川 ・馬淵 ・宮本

によるr台 湾高砂族系統所属の研究』全2冊[移 川 ・馬淵 ・宮本,1935]が 出版され

ており,本 族の移動や系統,諸 頭目家の系譜に関する貴重な研究である。本族の婚姻

制度,家 族 ・親族組織に関する論文も,戦 前はわが国の研究者によって,戦 後は主と

して台湾の研究者によって数多 く発表されてきた。 しかし,こ れらの研究 は,慣 習

法用語に関する断片的な研究にとどまっていたり,社 会学的な見地か ら,婚 姻制度や

家族構成,そ の機能 と役割などの分析に片寄っている。ただ,最 近発表された末成の

論文 「台湾パイワン族の 〈家族〉」[末 成,1973]は,長 子への贈与慣行という慣習

法に視点をおいて,そ の家族の構造的特徴を把握しようとしたユニークな民族学的研

究である。さらに進んで彼はイバン族の家族や日本の家制度 との比較も行っている。

 このような先学の秀れた研究がすでに発表されてきたにもかかわ らず,筆 者が今ま
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たパイワン族の家族 と親族の分析を試みようとする理由は3つ ある。

 (1)末 成も指摘 しているように[末 成,1973:p・1],パ イワン族社会の研究はもっ

ぱら,か れ らの頭目制にかかわる階層制に注 目してきた。末成はそのために見過され

がちであった本族 の家族 を全体的な社会組織の中で位置づけようと試みたのである

が,そ の際にも,従 来の階層制の研究においてそうであったように,そ の政治的・経済

的側面に関心が向けられて,象 徴的儀礼的側面が見落されてしまっている。筆者は,

この儀礼的な側面からのアプローチを加えることによって,パ イワン階層制社会の新

しい解釈が可能になると考えている。本論文では家族 と親族とに限って儀礼的な側面

を も加えなが ら分析を行ってゆきたい。

 なお,パ イワン族の階層制については,後 日稿を改めたいと思 っている。

 (2)パ イワンの親族組織は双系的であり,父 系,あ るいは母系への系譜的偏向を示

さない社会 であると指摘 されてきた(『蕃族慣習調査報告書』第5巻 ノ5([岡 田,

1948],[末 成,1973]な ど)。同時に,r蕃 族慣習調査報告書』 (以下, r慣習調査報告

書』と略す)や 『高砂族慣習法語彙』(以下,『慣習法語彙』と略す)は 系譜的親族組

織を意味するごときことば,∫α一むα脚(1つ の路),ta一η観一伽(1つ の息), ta jamoqan

(1つ の血)が 存在するということを早 くに確認 してきた。 それにもかかわらず,そ

れ以後の調査研究ではこれを問題 としてこなかった。岡田は,パ イワン族の生活は政

治的にも経済的にも貴族制の支配を受けているために,単 系的親族の活動範囲なり意

義が,政 治的にも制限されているのではないだろ うか と指摘 して[岡 田,1948:p・

68],こ れを見過 している。 筆者は,こ れ らのことばが何を意味 し,ど のような構造

的特徴をもち,生 活の どの場面で機能 しているのかを問うてみたい。 さらにこれら

のことばによって表わされる親族 関係が,パ イワン社会の家族や,よ り大きな社会

組織を理解する鍵となっているのではないだろうかという仮説をここに提示してみた

い。

 (3)1950年 代 に入 って双系社会の研究 が進み,単 系社会 との比較において出 自論を

中心 に,双 系社会における出自集団の問題 が論議 されて きた([GooDENouGH,1955],

[BARNEs,1962],[FIRTH,1963],[Sc耶FFLER,1963]な ど)。 筆 者は 一般 に社会集団

の比較研究 においては,集 団概念 と関係概念を明確に区別す ることが必要で あると考

えてい る。そのこ とは家族(f amily)や 世 帯(household)の 概 念設 定において も必要で

はないだろうか。パ イワン族 の家族 ・親族 の分析 の中で この問題 を検 討 して みよ うと

思、う。

 最 後 に明確 に しておかなけれ ばな らないことは,一 概 にパイ ワン族社会 とい って も
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大きく分けて大武山西斜面 と東斜面,ま た南部の諸部落の間には,か なりの文化的 ・

社会的ズレがあるということである。それは本族のエスノヒス トリーと密接な関係を

持 っているに違いない。筆者はまだ南部での調査を行っていないが,西 斜面 と東斜面

地域のズレは調査資料に明 らかに認められる。したがって本論文では,そ のことを念

頭に置いて,東 部山脚の大竹村(Coacoqo)で 得た資料を基礎に,介 達村,比 魯村で

得た資料を補いなが ら,東 部パイワン族の家族 ・親族を考察する。Coacoqoを え ら

んだのは次の理由による。現在,パ イワン族の部落はそのほとんどが戦前戦後にわた

って該当政府の行政指導に基づ く移住を経験 してきた。そのため旧部落が遠 くに二分,

または三分されて しまっており,親 族関係の大要が明らかにならない。それに比べて

Coacoqoの 場合には,旧部落は戦後二分されたが,互 に日常の往来が可能な近距離に

あり,今 も粟収穫祭を共同に行 うなど旧部落の纒 りを保っているからである。

1.パ イ ワ ン族 の概 略

1. エ ス ノ ヒス トリ0

 パ イワ ン族は,ル カイ族 の領域 以南 の山地 に拡が って居住 し(図1参 照),ア ミ族,

ア タヤル族 に次 ぐ大部族で,1929年 に は人 口約3万 人,166部 落 を数 えている[鹿 野,

1938:P.45]。 移 川た ちは 彼 らの 口碑伝説 と各頭 目家の系譜の分析か らその移動 と跡

づけを試 みた。 それ によれば,彼 らは古 くは大武 山の北西部地域 に居住 していたが,

徐 々に南下 し,途 中で 中央山脈の東 方 にも幾つかの分派を 出 しなが ら,さ らに0部 は

南進を続けて台湾 の最南端 に達 した と推察 され る[移 川 ・馬渕 ・宮 本,1935:pp・265-

272]。 さ らに馬淵 は,オ ランダ人 が記 録 した蕃社戸 口表 には,こ の領域内での主要 な

部落名が見 えることか ら推 して,こ の種 族の大移動 はすで に17世 紀中葉,オ ランダ人

が台湾 に来 た時代 にはほぼ完成 していた と考えてよい と指摘 して いる[馬 淵,1974b:

pp・359-360]。 そ して,今 も彼 らの うち には漠然 とした大武 山西北部地域,あ るいは

具体 的にPadainま た はSu-Paiwan部 落 を指 して,彼 らの`ψ α一脚 α一π脚g(故 地)"

と信 じている ものが多い。

 さて,pa-uma-umaqに 関 してであるが,す でに 古 くは 『慣習調査報 告 書』第5巻

ノ5[P.16]に よ って も指摘 されて いるが,"π ηα9"は 家 屋の意であ る。 日本 当時,政

府の指導 によって それが禁止 されるまで は屋 内埋葬が彼 らの慣習だ ったので,"umaq"

(家)は 墓の意味 も持 ってい る。南部の部落では家屋 のこ とを`肋ραπ"(北 部では耕作

小屋の意)と いい,umaqは 墓 の意 にのみ用い られ るとい うことは2耕 作小屋をか け
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図1 パ イワン族の領域と調査村

て移住を した人び とにとって元 の ωmaeは 祖 先の墓地 であるか らと思 われ る。筆者の

Kapiyan部 落 での調査で は,こ こか ら南部 に分派 した部落ではtaPattは 家 屋, umaq

は 墓 の意 であ り,pa-uma-nmaqは 祖 先の墓地 のあるKapiyanを 指 す。 さらにKapiyan
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の人び とのft-uma-umaqはSu-Paiwanで あ り,祖 先は ここか ら来 た という1)。 要す

るに ヵα一uma-umaqは,黙 故地","祖 先 の墳墓の地"と 解 する ことができる。

 次 に東部 の調査部落の移動 について馬 淵の研究か ら要約 してみる と,戦 前,太 麻里

渓の上流に居住 していたCoricori, Vilauiaur, Pa'omori, Kalacaran(以 下 それぞれC,

V,P, K部 落 と略す)は,主 としてPadainか ら大 武山の北を越 えて移住 して来 た と

考え られ る。なかで もV部 落 の創立は もっとも古い方 に属 し,1932年,当 時の頭 目は,

始 祖 がPadainか ら来住 して25代 目を数 えて いた。 C部 落の人び とは単 に中央 山脈 の

彼方,そ してK部 落ではSu-Paiwan,あ るいはPadainあ た りのpa-uma-umaqか

らの来住 を伝 えて いる。P部 落の来住 について はさまざまな 口碑があ り,い ずれ が真

実 とも決め られない と しなが ら,そ の故地 はPadainの よ うである と指 摘 して い る

[馬 淵,1974b:pp・382-384]。 Coacoqoは 大 竹高渓 の流域 の諸部落 と同様 にPulciか

らの分派 と推察 され る[馬 淵,1974b:pレ386-387]。 筆 者の調査 で も,彼 らは系統 と

してはPulciか ら分かれた ものであると認 めなが らも,故 地は大武 山の西 側あた りと

い う(口 述者,前 頭 目Lorog即Savang(女),約76才)。 すなわち,太 麻里上 流の旧

部落の人び とは,故 地 か ら大武 山の北側をまわ って東進 して来 た分派 で あ り,他 方,

Coacoqoの 人 び とは,同 じ大 竹高渓流域の部落民 と同様,故 地 か ら徐々に南 下 し,

や がてPulciか ら分かれて東進 して来 たグル ープ と考え られる(図1参 照)。

 このパ イワン族 の移動 とその系統に関連 して注 目 しなければな らないのは,彼 らの

祖霊祭で あろう。 これに ついて も,『 慣習 調査報 告書』第5巻 ノ2[1921]お よ び

[宮 本,1935]の 詳細な報告があ るので,こ こに短 くま とめてみる。

 パ イワン族は,祖 霊は大武 山,あ るいはまたその上空 に集 まってお り,そ こで地上

の人び とと同 じよ うに,頭 目を 中心に して生活を してい ると信 じている。そ して,5

年 に0度 この祖霊 は大武 山を降 りて,子 孫 の部落を順 に訪れ,彼 らの 生 活 を 見 学 し

た り,ま た,彼 らに幸福を持 って来 る。その時,各 部落で頭 目家を中心に祭儀 が行 わ

れ るが,そ れをmaluauq,ま た は 力配蜘 〆)(祖 霊祭)と い う。大武 山を降 りた祖霊 は

pa-uma-umaqの 地 か ら祭 りの 日をず らしなが ら,お よそ人び との移住 の方 向に従 っ

て,南 進 ・東進 し,1年 程 で最南端の部落に辿 りつ く。 その後 また同 じ道順を とりな

が ら大武 山に帰 って くるので ある。往路 には前祭,帰 路 には後祭 が行われ るとい うも

のである。 この祭 りは,日 本 当時すでに故地 に近 い部落 ではすで に廃止 してい た とこ

1) 口述者はCirurai Maratsumats。 彼 はKapiyanの 前頭目Jigororo Majivujiv ,の弟。

2)ju mulatは 祖霊祭の時に行われる儀礼の1つ に,相 思樹の樹皮で作った毬を投げ上げて,そ れ

 を竹槍で受けるというのが あるが,そ の時に用いる毬のことである。 しかし,東 部の調査村で

 は,こ のことばでもって祖霊祭を意味する。 なお,日 本の研究者はこの祭 りが5年 に一度行わ

 れ るところから,一 般に"五 年祭"と 呼んで来た。
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う もすでに多 くあったようであ る3)。1973年9月 筆者がCoacoqoで 調査 を行 って い

た際,近 くのCoavar部 落 ではその10月5日 に行われ る祖霊祭 の準備が始 ま っ て い

た。人び との語 る ところによれば,現 在 この祭 りを行 っているのはこの部落だ けであ

る。

 以上のように,か ならずしもそのすべてではないにしても,パ イワン族は,一 方で

はある程度固定 した故地からの来住を伝え,他 方では曖昧なが らも共通の祖霊を迎え

る祭祀によって系統を意識しているかに見えながら,ア タヤル族やブヌン族にみられ

るような部族組織を形成せずにとどまった[馬 淵,1974a:pp. 247-275]。 そして彼 ら

の社会において最 も注目されて来た各部落の世襲頭目家は,他 部落の頭目家と緊密な

婚姻関係を結びながら,た がいに家格による秩序をうち立てたけれ ども,そ れが大き

な政治統一を生み出すような秩序とならなかったのは,頭 目家の家格が長子権を背景

としたものであり,婚 姻による長子の移動によって家格がたえず変化するとい うこと

に大きな原因があるのではないか と考えられる。

2.現 状

 C部 落,V部 落, P部 落,そ してK部 落は古 くから太麻里渓上流に存在したといわ

れる。しかし日本当時,1944年,政 府が強制移住を命じ,K部 落民の半数が台東近 く

の平地,新 田村に移住,頭 目家と残 りの半数が旧部落と現在の介達村との途中まで移

住を した。また,C部 落, V部 落, P部 落も強制移住の命を受 け,そ の半数以上が現

在の大南の近 く新園に移った。しかし,い ずれも頭 目家は原地にとどまった。そして

表1 調査村落 における旧部落構成

行 政村 名 戸 釧 旧 部 落 構 成 (戸数)

大 竹 村

大 ・竹 29 C・ac・q・(29)

,耕 作 地 36 C・acoq・(34) 台湾人(2)

*愛 国蒲 未調査 (JaqOP)

介 達 村 35 Kalacaran(29) ルカイ族(4) ア ミ族(1)

台湾人(1)

比 魯 村 52 Kalacaran(1) Corlcorik(13) Pa'omori(9)

Vilaulaur(15) ル カイ族(14)

*こ こには旧Jaqopの 人のみ居住 してお り調査の対象から除 いた。

3)部 落の人の語るところでは,戦 前戦後を通じて,該 当政府の指導によって,多 額の消費をす 

るこの祭 りの廃止を呼びかけられて きたという。 その他,戦 後の急速なキ リス ト教化によって

 この祭りがすっかり姿を消してしまっている。
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             表2客 部 落 の 高 度 と 人 口 ・戸 数

1

1929年* 1973年 調査

鴇部劃 人 ・1戸 小 ・/戸数
人 ・1戸 釧 人・/戸数

(m)
Coacoqo 270 183 29 6.3 266 63 4.2

Kalacaran 800 274 72 3.8 182 30 6.1

Coricorik 734 207 62 3.3 76 13 5.8

Vilaulaur 805 223 51 4.4 95 15 6.3

Pa'omori 566 192 41 4.7

 '

49 9 5.4

*1929年 資 料 は 【鹿 野
,1938:pp.61-62】 に よ る。

戦後,1950年 頃に太麻里渓上流の旧部落にはハシカが大流行 して多 くの子供が死亡,

いよいよ人口が減少 したようである。人びとはこの地を 「祖先の喜ぶ土地でない」 と

思い,.な お下流に向って徐々に移住を進めていた。1954年 遂に中華民国の行政指導の

もとに太麻里の近くの平地,現 在地に移住 して来たのである。介達村と比魯村とは整

然と道路区画された新開村で,物 理的に1つ の集落をなしているが,行 政上は2つ の

村に分けられている4)(図2参 照)。 ここで大切なことは,村 びとの意識の中で は,

介達村,比 魯村の区別ではな く,旧 部落別による区分が鮮明に残されているというこ

とである。人びとは自分や他人をアイデンティファイする時に,しばしば 「Kalacaran

の人」とか 「Coricorikの 人」とかい う・ 多分ぐれは,旧 部落にお けるそれぞれの頭

目家が揃ってここに移住 して来ており,後 述するように現在も伝統的な粟の収穫祭に

は中心的な指導者であり,現 代的な村落生活の中においても,さ まざまな社会生活の

局面で指導者 としての役割を果しているからであると考えることが出来る。

 平地への移住に伴 う大きな変化の1つ は農耕生活に関する諸側面であろう。旧部落

においては,山 の斜面を利用 して焼畑耕作を行い,主 として粟,さ つまいも,里 いも

を栽培していた。日常の食事はおおかた芋類に依存し,粟 は祭儀の時,来 客を迎えた

時の酒や食事 として供 されたという。これがパイワン族の一般的な農耕生活の特徴で

あることは,『 慣習調査報告書』第5巻 ノ3[1922]や 瀬川[1954]な どによって報告

されている。平地移住後は,平 坦地を利用 して換金作物,主 としてパイナップル,キ

ャッサバ,落 花生が栽培され,あ る者は漢民族から水田を購入 して稲の栽培を行って

いる。主食は芋から米に変り,部 落のほとんどの家で少な くとも一日一食は米食であ

り,3食 共米食をするものも少な くないようである。そして,伝 統的な焼畑耕作はわ

ずかに村落の近 く(片 道1～2時 間の範囲)の 保留地となっている山の斜面で行われ

4)最 近,現 地の方から受けとった手紙によると,1975年 に この2つ の村は正興村という名のも

 とに合併されたということである。
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図2 介 達 村 ・比 魯 村 平 面 図

ているに過ぎず,こ こではもっぱ ら粟を中心とした雑穀と芋類が栽培されている。粟

の儀礼的価値は今 も根強く残っており,毎 年行われる粟祭 り,結 婚式や葬儀その他の

儀礼にも粟酒,粟 餅として供 されている。筆者がここで収集した粟の品種 は12種(そ

のうち餅粟9種)で,古 く山の部落で栽培されていたものがほとんどここでも栽培さ

れているということである。

 次にCoacoqoに ついて見てみると,こ こは日本当時には大竹高社 と呼ばれていた。

大竹高渓の河口は山地がす ぐに海岸に迫っている。前頭 目Savangの 口述によると,

約50年 程前には,そ の河口のす ぐ近 くの山の中腹に部落があったが,1930年 頃に強制

移動で山を下 り,大 竹高渓河口に近い谷間の平地に下 りた。そこでは,マ ラリヤが流

行 して多 くの人が死亡 した。その後間もなく現在の大竹部落に移住 したという。1929
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図3 耕 作 地(Coacoqo)平 面 図

図4 大 竹(Coacoqo)平 面 図
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年 にはCoacoqoの 戸数29と なっているが(表1参 照),そ れはこのマラリヤの流行に

よって人口がいちじるしく減少 した後の統計であろうか。前頭目Savang(約76才)の

記憶によると,昔 は部落の戸数は50戸 以上あったという。さらに戦前,部 落からかな

り離れた大竹高渓の河岸に水田を開いた人びとが,戦 後,耕 作に不便なため大竹村か

ら耕地に近い現在の耕作地に移住 してきた。ここはKauayauayanく 竹の多い地)と 呼

ばれている。それによって旧Coacoqoは2つ の部落に分かれ,頭 目家は耕作地の方

へ移住 したのである。現在,中 華民国の行政下では,大 竹,耕 作地,そ して旧Jaqop

の愛国蒲とが大竹村に編入されている5)。大竹と耕作地との往来は頻繁で,今 も粟収

穫祭は頭目家を中心に2つ の部落が一諸に集まって行われている。

 旧Coacoqoで も他 と同様,焼 畑耕作による粟,そ の他の雑穀,芋 類などの栽培を

行 っていたが,こ こでは陸稲の栽培がかなり早 くから行われていた[古 野,1945:P.

42]。 そして,戦 前すでに水田における稲の栽培もはじめられ,現 在,こ の部落の約

%の 人びとは水田を所有 している。そして,か つての芋を主食とする生活から米を主

食 とする生活に変化 し,水 田を持たない者も換金作物(香 水ガヤ,落 花生)の 栽培や

他の現金収入によって漢民族から米を購入している。それにもかかわらず,こ こでも

また,粟 のもつ儀礼的食物としての価値は最高であり,人 びとにとって粟は欠かせな

い作物で,今 でも焼畑において栽培を続けている。

II.家  族

ユ・"ta-tsukulan"と``ta-umaqan"

 パ イ ワン族の間では,普 通家族を意味す ることばが3つ ある6)。 東 部 において一般

的なのは"ta-tsukulan"で,そ れ は"1組 の 夫婦"を 意味す る。 もうひ とつよ く用い

られ ることばに``ta-umaqan"が あ り,そ れ は"1つ の 家"の 意である。 さらに

``魏耀 鰯 一属"("い っ しょに住んでい る人")と い うことば も使 われるが
,そ れ ほ

ど一般 的でない。入び とは,魏 物 肋」一鰯 はta-u maqanと 同 じ意味である とい う。

15)旧Jaqopは,調 査 対 象 か ら取 り除 い た ので,以 下 大 竹 村 とい う場 合 に は,愛 国 蒲 を含 ん で い

 ない 。

0)『 蕃 族 慣 習 調査 報 告 書 』(第5巻 ノ5:P・16)に は,家 族 を 「タ ックジ ャヌ」(1配 偶 者 の団体)

 とい う とあ る 。多 分,こ れ はr高 砂 族 慣 習 法語 彙 』(p.182)に あ るta tsakal-an,1家 族,1夫 婦

 と同 じ こ とば で あ ろ う。 同書 に は"勧 た詞 ∫∂kal家 族,親 族"と も書 か れ て い るが,筆 者 は この

 こ とば を 聞 か なか った 。 未 成 は,M村 で はtsamkamkadと い う語 が,も っと も頻 繁 に用 い られ

 た と して い るが[未 成,1973:P・13],こ れ は筆 者 の 聞い たtsa makal kalと 同 じで あ ろ う。 前 掲

 書(P・182)に は,"tsam-akal(一 緒 に住 む)"と あ る。 口述 者 は 「一 緒 に住 ん で い る人 」 と説 明 し

 て くれ た 。 要 す る に,基 本 的 に は 「夫 婦 」 に由 来 す る`α 一ご∫∂kal-an,「 家屋 」 に 由来 す る ta-

 u maqan,そ して 「一 緒 に住 む 」 に 由来 す る 磁 魏3駕 読 α1の3つ と考 え て よい 。
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 そ こで具体的 に 「あなたの 診α一醜 鰯 απ

は誰 か」 と尋ねてみ ると,例 えば大竹村

[3]7)で は,夫 婦 と今 は結婚 し家を 出て

トラ ックの運転手 として平地 に住 んでい

る息子(長 子),現 在 兵役中の次男,知 本

へ嫁入 りした娘を含めてい る。ただ し,

そ の子供 の配偶者 は除かれ,孫 について

尋ね ると,「 それは 息子 ・娘たちの 診α一

畑 肋♂αηであ るか ら私たちの'α一勧 肋伽

で もあるだろ う」 と答 える。 また,口 述

者 の上 の世代 につ いて も同様 に,「 私 た

ちmar- ka ka(キ ョウダイ)ほ 両親のta一

繊 鰯 侃 で ある」 と答え られ る。 これは

図5ta-tsukulanの 範 囲

ただ一例をあげたに過ぎないが,部 落 の人たちは大同小異 同 じような答え方 をす る。

ただ孫や両親 については,自 分 のta-tsukulanか ど うか分 か らない と答え る人がかな

りい る。すなわち,図5に 示 したようにta-tsukulanは 夫 婦 とその子供たちの関係で

あ り,婚 出 した子供や出稼 ぎに出てい る子供,ま た養子 も含まれゼい る。孫の世代は

基本的 には含まれない もの と考 えて よい。 そ してCoacoqoの 人 のことばを借 りれば,

そ れは"mar-alαtak"(親 子 関係)と い うことが できるので ある。

 他 方,ta-umaganはta-tszakulanを 核 とす る居 住集 団で あ り,ま た 生活共同体 で あ

って最小 の社会単位 とな ってい る。それは,ま た祭祀集団 であるとい う一面 も持 って

いた。現在では キ リス ト教の受 容8)に よ って,伝 統的な祭祀 はほとん ど行われて いな

いが,古 くは農耕儀礼や祖霊祭の ときにも各戸で儀礼 が行われたとい う報 告 が あ る

[『 慣習調査報 告書』第5巻 ノ3],[古 野,1945]。 じか し,戸 毎 の祭祀は部落の共 同

祭 祀の中に吸収 されて,あ ま り重要な意味を持 っ「こいなかったと考え られ る。居住集

団 として の`α嘱 祝α卿 の中には,配 偶者や子供を失 った親戚,離 婚 して生家 に戻 って

きたキ ョウダイ も含 まれ る。逆 に,婚 出して他家 に入 った子供 たちはその成員 と見 徹

7)以 後[]は,部 落の平面図にある家屋(ま たは世帯)番 号を表すのに用いる。 また・[3]

 は,現 頭目Lorogan Sakuliの 家でIISる・図3参 照。

8)大 竹村には,大 渓にある天主教教会と愛国蒲にある長老派教会とが布教しており・たしかな

 数 は把握できなかったが,成人のほとんどがどちらかの教会の信者である。介達村,比 魯村では,

 浸信会 ・天主教 ・安息日会 ・長老派 ・循理会という5つ の教派が布教している。超教派で福祉

 事業を行っていた団体の指導者の話では,村 民の80%は どこかの教会に所属しているという。

 ここでは頭目家だけが,ど の教派にも所属 していない。
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されない。勉学や 出稼 ぎのため に短期間,家 を離 れている者 は ∫α覗伽 卿 の成員 と認

め られている。戦前か ら徐 々に多 くな って きた青年 ・壮年層 の平地社会への流出現象

は,最 近急激 に進みつつあ り,村 の戸籍簿 と実際の世帯人員 の数 とは大 きな差がある

(こ の論文 には,戸 別調査 によって得 た資料 を用いて いる)。 人び とが このよう な 居

住を共 にしない他 出者を もta-umaqanの 成 員であ ると考えているのは,他 出の期 間

が短期であ り,一 時的であ るか らであ り,ま た,実 際にはそうでな くとも短期であ る

ことを願 う気持 ちか らであ ろうと思われ る。他出 して いる者 がta-umaqanの 成 員で

ない と答 えた場合 は,ほ とん どが出稼 ぎに出て,久 しく家族 との音信を断 っている と

い う者 であった。他方,他 出者への経済的援助(勉 学 に出ている場合),ま た他 出 者

か らの援助(出 稼 ぎの場合)9)も 生 活共 同体 という側面 において,成 員 と考え られ る

か否かの要因 となってい る。親戚 に援助を求める前 に,ま ず'α 覗 脚g伽 の 成員 がた

がい に協力 して生計を支え,非 常時の出費や結婚 の時 の婚資 を貯えてい くべ きであ る

とい う伝統的義務 づけは今 も残 ってい る。 このよ うに経 済的協力は,ta-umaqanの1

つ の要素であって も,共 同祭祀 と同様,第 一義的な要素 でない・末成が西部M村 にお.

け る家族で指摘 してい るように[末 成,1973:P.19],東 部 パ イワン社 会にあって も,,

ta-umaqanは な によ りも居住集団であ り,居 住 とい う要 因が この集団 の枠組を決定 し

てい ると考え られ るので ある。

 以 上 のことか ら,東 部においては,か な り明確 に夫婦 ・親子関係 としての"ta-tsu-

kulan"と,居 住集 団 として の"ta-u maqan"を 区別 して認識 してい ると解 され る10)。

2.婚 姻 の 類 型

 この社会では,原 則 として,長 子は男 ・女にかかわらず,結 婚後 も生家に留まり,

非長子は生家を離れ,婚 出していく。 したがって次の2つ の婚姻類型が典型的に存在

する。A型;長 子 と非長子の婚姻で,こ れにはその長子が男であるか,女 であるかに

よって①夫方居住か,② 妻方居住かが決定する。B型;非 長子と非長子との婚姻で,

9)大 竹村で調査中に,日 本のカツオ漁船で働いている息子から,200ド ル(US)の 外国為替を

 受 けとった老父が,英 文の判読を願ってきた。 彼の語るところによると,こ の部落から現在3

 名の青年が同じ仕事についており,2年 に1度,半 年ほどの休暇で部落に帰って くるという。

 その後の調査で,こ の3人 の青年たちは,そ れぞれ家に300～500ド ルの仕送 りをしていると聞

 いた。当時,米1kg 3元,日 本円にして27円 であるから,両 親と未婚の弟妹の数名の世帯は畑

 だけ作って生活をしてゆけるという。 このほか,大 竹村り出稼ぎ(主 として男子)は ・トラッ

 クの運転手4名,森 林の伐採,道 路工事などの労務に一時的に出稼ぎに出ているもの6名,女

 子 は看護婦1名,家 事手伝い1名 であった。 出稼ぎに出ているものは,や がて結婚すると平地

 に住居を構える場合が多く,部 落は過疎化していく。

10)未 成 は,西 部M村 では,tsamkamkal〈 家族〉, tau maanを 世帯というように,厳 密に使い分けら

 れているか否かは,調 査不充分で断定できないと指摘している。
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分戸 して新 しいta-u maqanを 形成する新処婚である。この他,頭 目同志の婚姻に多 く

みられる長子と長子が結婚し,両 家を往来するという型,こ れを今C型 としておく。

これは,一 般部落民の間ではあまり例を見ない。

 生家を継 ぐ長子は``po-umaq(家 を持つ者)"で あり,家 産を管理する。家産 といっ

ても,一 般部落民の家では,家 屋,畑 地の耕作権11),豚,鉄 ナベ,刃,壼,鉄 製農具

などわずかな家財である。頭目家の場合には,そ の地位,そ れに付帯 した特権12),そ

の所有する領土をも含んでいる。そして,長 子は出生 と同時に家産の相続権を獲得す

るのである。 『慣習調査報告書』第5巻 ノ5に も 「嗣子ガ他 ヨリ配偶者 ヲ迎ヘテ次代

ノ嗣子ヲ生 ミタル トキハ亦直二相続ヲ開始スヘク斯テ家ハ次第二嗣子ヨリ嗣子ヘ ト傳

承シ而シテ其嗣子ガ幼年ノ間ハ家二在ル其父母二於テ家長灌ヲ撮行スヘシ」[p.19]

と記されている。しかし,長 子がいわゆる家長権を持 っているとは理解 しがたい。そ

れは末成も指摘 しているように[末 成,1973:p・23],外 に対して一家を代表 し,家

族を統轄 し,家 財を管理 し,そ して家族を扶養する義務は,長 子が成人し結婚するま

で実際には親である夫妻が共同でこの役割を果 しているのである。

 非長子同志の婚姻は,男 女共に生家を離れ,新 しいta-umaqanを 創設する。 分戸

に際しては,双 方の親 長子が親戚や友人の援助 を借りて材料を用意し家 を建てる

か,親 戚などで子供がな く廃家となっているところを譲 り受け住家を用意する。また,

生計を立てるに充分な耕地や家財なども分割 される。調査村の各頭 目家の語るところ

によれば,毎 年粟畑の開墾が始まる前に,部 落の長老たちが頭 目家に集まって新 しく

開墾する場所を選定する。それは毎年頭目家が新しい開墾地に粟の播種をするためで

ある13)が,そ の時,耕 地の足 りない者には開墾地が割り当てられた。もちろん,開 墾

には大きな労力を必要としたから,分 戸の時,可 能なら現耕地,休 耕地の一部の分割

を受けることが望まれた。 しかし,部 落には耕地がな くて生計が立てられない とい う

人はいなかったという。貧 しい家族というのは,家 族員数が少なく,農 作業に必要な

労働力が不足 して,多 くの収穫を得 られない人びとであった。要するに,非 長子の分

11)頭 目家はその領土を持ち,領 土内の狩猟場,耕 地,河 川など土地はすべて頭目家の所有と考

 えられている。一般部落民は自分の開墾した耕地について,そ れが休耕地であっても,そ の耕

 作権を持っていた。 これまでのパイワン社会に関する報告書はすべて,小 作人だる部落民は土

 地 の所有者である頭目に蕃租を納めていたと報告している。 しかし,筆 者は,そ れが果 して

 「租」であったのかどうか再考すべきであると思う。

12)頭 目家の特権は,(1)人 体や百歩蛇の形像を住居の彫刻,衣 服の刺繍に使用する権利,(2)刺

 墨に関する特権,(3)家 屋や人名には頭目家のみ使用出来るものがある。なお,詳 しくは 『蕃族

 慣習調査報告書』第5巻 ノ4[PP.21-25]を 参照。

13)こ れ は一種の祭畑であって,こ れを行われないと豊かな収穫が期待できないと信じていたら

 しい。
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図6 CoacoqoのLorogan頭 目家 系 譜

戸 に際 しては,そ れぞれの生家 か ら生計 に必要な基本 的な財 は分割 されてお り,ま た,

頭 目家の土地を利用す ることもできたと考 え られ る。長子 は 自分 の意志いかん によ っ

て家産 の分与を決定 したのではな く,む しろ長子権は象徴 的な もので あった と解釈す

る方が 自然で はなか ろうか。

 長 子同志の婚姻は概 して数少 な く,し かも主 として頭 目同志 の婚姻 にみ られ る。な

ぜ な ら,彼 らの間では,長 子の系統であるか,非 長子の系統であるか によって家格が

決 ま り,そ れ によってあ る意味での政治的主従 関係を生 じるか らであ り,時 には政略

的 にこのような婚姻が結ばれ る。他方,頭 目家 の婚姻 においては,可 能 な限 り格式の

低下を避 けることが考慮 され,ど ち らか一方 の婚入 とい う型を とらず に両 家 を 往 来

し,し ば らくたがいの家格を維持す ることに努 める14)。

 Coacoqoの 頭 目Lorogan家 で は,今 か ら4代 前の頭 目SirogoはCaraviの 頭 目

Karuvoan Tsiriと 結 婚 した。 その長子SumurunogはLorogan家 を 継 ぎ, Karuvoan

家 に は代理人を置いた。それ以後,Lorogan家 は両部落の頭 目を兼 ねる ことにな った。

さらにその孫Savangは,そ の代理人系統の長子Karuvoan Kara》ayan(そ の時 は

14)こ のように両家往来という形がとられた場合も,次 の長子の代には両家を相続し,そ れらを

 併合することになる。ある時には,次 子を一方に住まわせ,そ の部落の頭目にする場合 もある。

 また,留 守家に代理人を置いて部落の管理をさせることもある。 いずれにしても,こ れまで報

 告 されてきた この社会の頭目家間の複雑な主従関係は 長子権の錯綜によって生み出されたもの

 と思われる。
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Caraviの 頭 目であった)と 結婚,両 家を往来 して いた。 それは, Lorogan家 とKa・

ruvoan・'家 との主従 関係が忘れ られないためにとの策 略的な結婚であ った。 しか し,

夫 の死後,そ の家を夫の弟 に譲 り,SavangはLorogan家 に住居を定 あ,第 二 の夫

CaiwanをCaraviか ら迎えた。そ して, Lorogan家 は長子Pinalaiが 未 婚で死 んだ

ので,第 二子が長子権を得 て現頭 目とな ってい る。 したがって,CaraviのKaruvoan

家 は今 もLorogan家 に従 属 してい ると考え られている(図6参 照。以上,口 述者前

頭 目Savang)。 家 格が問題 にな らない一般部落民の間では,時 には恋愛婚 によ って長

子 と長子が結婚 して も,家 産(特 に家屋 と耕地)や キ ョウダ イの数,両 親が健 在か否

かなどの条件 によって,ど ち らか一方 に居住を決め るのが普通で ある。

表3 婚 姻 の 類 型

(A-1)
△⇔ ○

(A-2)
△ ⇒o

(B)
△=○

巳

(C)
△=O

(D)
○⇔《

合 計

大 竹 村
実 数

(%)

15

(23)

13

(20)

31

(47)

2

(3)

5

(7)

66

(100)

介達村 比魯村
実 数

(%)

13

(19)

9

(13)

43

(65)

1

(1.5)

1

(1.5)

'67

(100)

△ ◎ 長子   △ 大陸出身軍人   ぐ==婚 入

実数は現在夫婦共に健在な者のみである。
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 表3は,調 査村における婚姻の実数を類型別に示したものである。実数は現在夫婦

共に健在な者のみを対象とし,他 部落への婚出者は含まれていない。現在でもA型 ・

B型 が90%以 上を占めている。C型 の大竹村での2例,比 魯村での1例 は,い ずれも

恋愛婚で2組 が夫方居住,大 竹村の1組 が妻方居住である。居住を決定 した条件とし

て当事者たちは婚入先に①父が亡 く,未 婚の子女が多 く世話をする人が必要,② 水田

をより多 く持っている,③ 家が大きいなど非常に具体的な状況をあげている。また,

最近,部 落の女たちの中に,大 陸出身の現役 ・退役軍人と結婚するものが多 く部落の

性別人口の不調和を来たしている。D型 として現われた6例 は,大 陸出身の夫が部落

の女のところに婚入して来た例である。早 くから平地との接触の激しかった大竹村に

その例が多い。

 また,通 婚地域については,1937年 に宮内の詳細な調査結果が報告されているが,

一般に頭目家は部落外婚で,部 落民の間では部落内婚が大勢を占めている (表4参

照)。 しかし,こ の社会では第2イ トコまでの婚姻規制があるため,1929年 の統計に

あるように(表2参 照),Coacoqoの 戸数が29戸であったとするならば,他 部落から

の婚入が相当あったと考えてよい。宮内の資料によって部落間の通婚の実態をまとめ

てみると表5の ようになる。Coacoqoで は他部落との,と くにピュマ族 との間の婚

表4各 部 落 の 通 婚 範 囲

K一部 落 C部 落

講 ＼1実 劃%
C 32 84.2

V 5 13.2

その他 1 2.6

合 計 38 100.0

V部落

編刈 実劃%
K 36 83.7

一

 C 2 4.7
一

その他 5 11.6
 

合 計 43 100.0

諏 ＼1実 劃%
V 15 68.2

C 4 18.2

その他 3 13.6

合 計 22 100.0

Coacoqo部 落

 

部落

1935年 ～1936年 1971年

実 剃 % 実 釧 %

Coa. 16 64.0 53 80.4

一
そ の 他 6 24.0 11 16.6

一

ピュ マ族 3 12.0 2 3.0

一

合  計 25 100.0 66

 F

100.0
 一一

K,C, V部 落 の デ ー タ ーは

宮 内 の調 査(1935～36年)に

よる[宮 内,1937:pp.521

-525]。P部 落 の デ ー タは

な い 。
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姻が他 の部落 に比較 して顕著である。 それは,前 述 したよ うに,こ の部落創設 の時か

ら卑南社 と密接な関係があ ったか らで ある。 さらに,1971年 の調査で は,部 落 内婚の

傾 向が強 くな っている。

 さ らに婚姻 と関連 して注 目すべ きは離婚の問題 である。彼 らの間で は,離 婚 率が非

常 に高い とい うことはすでに岡 田が報告 してい る15)[岡 田,1948:p・81]。 筆 者 の調査

では,離 婚 の主た る原因一は,子 供が生 まれないか,ま たは生 まれて もその うち幾 人か

が死亡 した場合,そ の夫婦 は 仰 魏(禁 忌)だ とす る考え にあ った。 長子誕生 後に離

婚す るときは,家 産はすべて長子 によって相続 されているか ら,個 人 の財を持 って生

家 に帰 ることになる。離婚 によって夫婦関係 は終 り,家 を離れ る ものは'α一耀 αgαηの

成員ではな くな るが,親 子 関係 はそのまま継続 す る。 したが って,夫 ・妻の再 婚によ

って生まれた異父または異母 キ ョウダイは,互 いにキ ョウダ イ関係を持つ ことになる。

1例 を挙げ ると,Coacoqoの[15]の 長 子K(女)は 同 じ部落のM(四 男)と 結婚 し

たが,あ る機会に平地 で大 陸出身者Sと 知 り合 ってMと 離婚,Sと 再 婚, Sが 婚 入 し

た。KとMと の間には2児 があ り,そ の後KとSの 間 に2児 が生 まれ た。 この場合,

この家の長子は,Mと の間 に生 まれた長子であ って,彼 女 はこの家の相続者 と考え ら

れてい る。 さらに,MはYと 結婚 して分戸[78]し た 。彼 らの間 には2児 があ る。そ

して[14]の 子供 たち と[78]の 子 供たちはたがいにキ ョウダイ(mar-kaka-kaka)と

考 え られてい る。このことは,配 偶者 の一方 が死亡 して残 った ものが再婚 した場合 も

同様であ る。

 頭 目と部落民 の間 に擬制 キ ョウダイの関係 を結ぶ とい う制度が ある。 しか し,一 般

部落民相互の間にはない。これを``kinicara'ari(男)"ま た は"kinicaralaaa(女)"と い

う。キ ョウダイになる人は部落民 の中で指導力のある人 やみんな か ら尊敬 され る人が

多い。 この場合 には頭 目家 に粟餅 ・粟酒 ・豚な どを持 って い く。調査時 に Coacoqo

部 落 で これを行 った人 はいなかったが,K部 落のSakuyu[4]の 母 とRipon[26]と

は 前頭 目Lavorasと キ ョウダ イ関係を結 んだ。 Riponの 口述によ ると,彼 は頭 目家

に豚一頭,大 きな粟のの し餅1個,小 さな粟 餅をた くさん持 って ゆき,薪 を頭 目家の

庭 に屋根の高 さ程に積 み上 げたとい う。そ して,そ の夜部落の人が全部粟酒を持 って

集ま って来て,み んなで酒を飲 み餅を食べた。その後毎年作物が 出来 ると,そ の中で

一番出来のよいのを兄で ある頭 目にあげていた とい う。 また
,こ の ように して結 ばれ

た擬制キ ョウダイの子供 たちは,た がいにイ トコ関係 にあ ると認識 され,彼 らの間 で

15)離 婚 率 は26・5(配 偶1000人 に対 して)で,高 砂族 中最 高 で あ る 。 な お,離 婚 に関 して は,唐

 [1966]の 研 究 が あ る 。
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の婚姻は許 されない。

 以上,こ の社会では部落内婚の傾向と相まって離婚や擬制キョウダイの制度が親子・

キョウダイ関係を広げる機能を果している。そして,部 落の人々はたがいに複雑な親

族関係のネットワークに結ばれてい く。したがって第2イ トコまでの婚姻規制は,現

実にはしばしば無視されており,イ トコ同志の結婚はないが,第2イ トコとの婚姻は

ρα漉 を行なうことによって許されている。

3.長 子 の 権 威

 長 子 は,男 ・女 にかかわ らず,一 般に"uusam"と よ ばれ る。"Uusam"は 穀 物の種,

と くに粟の種 を意 味す るis)。パ イワン族において は農耕儀礼 の中心は粟で あ っ た 。

Skuskus部 落 で は,粟 にはtsu mas(神 霊)が あ って,粟 種の中に宿 って いると信 じら

れている。種粟 は粒 の揃 った成熟 した ものを選 んで,か ならず ρσ癖(祭 祀)し て初

めて種粟 となるとい う[古 野,1945;P・134]。 前 頭 目Savangの 口述 によれ ば, Caa-

coqoで は,稗 ・稲の播種,収 穫には儀礼 を行 ったが,稗 や稲のそれ は粟 の儀礼 に比

べ ると比較 にな らない ほど,簡 単であ った という。彼女は今 も種粟 を棚 に納 める時 に

は 自分で・ρα槻 をす るそうであ る17)。介 達村,比 魯村の旧部落では,種 粟 はまず頭 目

家で ρ〃ア魏 を してか ら家 に納め,そ の後に部落の粟収穫祭が行われ た。今は昔ほ ど盛

大にや らないが,そ れで もこのparisiを しない と,粟 のtsu masが 怒 って翌年 によい

収穫が期待で きない と信 じ られている。このように種 粟 に宿 るts u masへ の 彼 らの信

仰を考察 する時,長 子がUusam と呼 ばれ ることの中 に,長 子 の もつ霊的優位への信

仰を考 えることがで きるのではないだろうか。

 さ らに,長 子を意味す る語 に,``ta-aulung"あ る いは"6α 一〇ぬ η8"が あ る18)。 大 竹

村では前者,介 達村,比 魯村では後者 を用 いるが,い ずれに して もvusamほ ど一般 的

でない。 『慣習法語彙』 によれば,`α 一〃ぬ ηgは 長子,目 上 の者,長 老を指 し,転 じて

部落 の長老や勢力者あ るいは頭 目を指 してい う場合 もある と記 してい る。vulungは 老

16)『 蕃 族 慣 習 調 査 報告 書 』 第5巻 ノ5[p・19]に は,「 嗣子 は 『ブ サ ム』(粟 種 と同 語)」 と あ

 る。 里芋,甘 藷 の 種 はchlayanと い う[古 野,1945:p.137]。

17)前 頭 目Savangは,大 竹 か ら耕 作 地 に 移住 す る前 に,耕 作 小 屋(tapau )と し て 建iて た 家 屋

 [8]に 今 も独 居 して い る。 家 屋 は1室 で ベ ッ ドと して の 高床 が あ り,片 隅 にか まど が あ るだ け

 の簡 単 な もので,か ま ど の横 の棚 に種 粟 が 置 かれ て いた 。 彼女 は 今 も 自分 で畑 をつ くり,芋 と

 粟 を 中心 に 伝 統 的食 生 活 を して いて,現 頭 目[3]や その 妹[29]と 同 居 した くな い とい う。

 また,娘 た ちは 天 主教 に改 宗 し,特 に現 頭 目は 教 会 の 中 心 人物 と して 活 躍 して い る こ と も,老

 母 との 同居 を 困 難 に して い るよ うで ある 。

18)Ferrellは,加 一aulungは"older"の 意 で あ る と指 摘 して い る[FERRELL,1970:P.11]。 筆 者

 は,ta-vulungとca-vulungが 同一 語 で あ って,[t]が[c]に な る とい う音韻 転 化 で あ る の か,

別 の 意 味 を持 った語 で あ るの か,ま だ確 か めて いな い ことを 断 わ って お く。

524



松澤 東部パイワン族の家族と親族

人,祖 先,転 じて百歩蛇を意 味する[慣 習法語彙:p・195]。 百 歩 蛇は,頭 目の家の大

黒柱や梁,ま た刀 の鞘 に彫刻 され た り,頭 目の衣服に刺繍 され た りした。 そ して,

0般 部落民 はその模様を用いる ことはで きなか った。 『慣 習調査報告書』 には;百 歩

蛇は本族 の霊物で あるので,こ れを もって頭 目であ ることを表 彰するので あると記 さ

れてい る。このこと もまた,長 子 の霊 的優位を考え るうえで1つ の裏 づけとな る。 こ

れは,後 述す るように,頭 目が とくに"ta-ausam"と よ ばれ, '「長 子 の中の本当の長

子 」のように考え られてい ることと合せて注 目すべ きである。

 これ らのほかに"cala-vulung-an"(一 番 年取 った者)も 長子を指す ことばとして一

般 に使われて いる。 それ に対応 して,次 子以下 は"calalak"と 呼 ばれ る。 たとえば,

自分の一番年上 のキ ョウダ イを"kaka-a-calaUUIung-an",長 子 か ら弟妹を"肋 んα+副 一

alak"と 呼 ぶ。前述 した ように, calavulung-anとcalalakと の間 には,家 産の相続権

の有 無,ま た地位 の差が存在 した。

 末 成 は,西 部 山地パ イワン族 のM村 で行われていた長子への贈与 の慣行``pasadan"

に 注 目し,そ の流れ の分析を行 った。末成 によると,ρ α3α4αη と は婚 出者 の家族で粟

な どの農作物が豊 作だった り,何 か特別の収入 があった時,そ の一部を婚 出 者 の 生

家,す なわち長子 であるキ ョウダ イの ところへ持 ってい く慣行である とい う[末 成,

1973:p・6]。 そ して これは,「 弟妹 が成長 して く生家〉を離れ るまで,親 や長兄(あ

るいは長姉)の 世話 にな った ことへの感謝を表現す る慣行」 と解 釈 している。

 東 部パイ ワン社 会では,ρ α∫磁 η と 呼ばれ る ものは,筆 者の調査では見 い出す こと

がで きなかった19)。 しか し,東 部 にも長子への贈与 の慣行が存在 した。それは"勉 α1を

calaaulng-an"ま た は"mali-a usa rrt"と 呼 ばれ,部 落 の人の説明では 「長子 を探す」 の

意だ とい う。大 竹村では婚 出した弟妹がその年 一度 だけ,介 達村,比 魯村 では毎年,'

生 家の長子へ粟収穫祭 の前 に一番 出来の よい粟1把(多 分,種 粟であろ う)に 粟酒 ・

粟餅を添えて持 ってい く。収穫 の少ない時 にはあげる量が少ない とい う。また,珍 し

く大 きな芋が とれた りした時 に もこれを持 ってい く。現在,大 竹村ではほ とんど行わ

れていないよ うであ るが,介 達村,比 魯村ではまだ行 われてい る。M村 では,現 金 を

用 いる者 もあ ると報告 されているが[末 成,1973:p・13],東 部 では もっぱ ら粟 であ

る。 「なぜ長子 にあげ るのか」 と尋ね ると,「 来年 もまたよい収穫があ るよ うに」 と

か,「 あげない と来年はよ く実 らない」 とか答え る者 が多 く,な か には理由が分 らな

い とする者 もあ る。また,M村 ではこの贈与が,数 世代 にわ たって持続す る場合 もあ

19)末 成は,こ の慣行はM村 のほか北葉,筏 湾などの北部パイワン族の村で行われていたが,南

 部では行われていなかったと述べている。筆者の調査では,佳 平村まで これを行っていたこと

 を確認したが,北 西部では詳細な調査を行っていない。
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る と報告 されてい るが[末 成,1973:p・10],東 部 においては,キ ョウダイ間 の贈与

関係であ り,長 子の生存 する限 りにおいて行われて いる。

 な お,長 子の地位は出生 によってのみ決定 され るので はな く,子 供のない夫婦が養

子 を迎 えて後 に,自 分たちの子供が生 まれた場合 には,先 にそのta-urrzaqanの 子 供

になった者が長子 であって,実 の長子 は第2子 となる。

 この ように,長 子 の地位 にかかわ る行 動様 式を検討 して くると,種 粟 に象徴 され る

よ うな儀礼的な長子 の権i威が まず与 え られて いて,相 続権 もその権威 の もとに置かれ

てい るのであって,そ の ことは,生 まれ たばか りの長子に直ちに相続権が移行 され る

とい うことの中に も表現 されてい るので はな いか と筆者は考 えている。

III.親   族

1.mar-vutju-vutjukとkasusu

 パ イ ワン族の親族組織 が双系 的であ るとい うことは,す で に 『慣習調査報告書』第

5巻 ノ5に 「本族ハ男系 ト女系 トニ付キ親族 タル効力ヲ輕重 スルコ トナ ク從 テ又本族

ノ親族 ニハ 内親 ト外親 トノ匠別 ナシ」 と報告 されている[p.10]。 さ きに述べ た よ う

に,こ の社会では男 ・女 にかかわ らず,長 子が原則 と して財産 ・社 会的地位や権威を

継承 してゆ くのであるか ら,制 度的に単系主 義を と り得ないのであ る。人 びとは,社

会生活や祭儀生 活の さまざまな局面で,個 人を中心 に,し か し,し ば しば夫婦を中心

に双系的に広 がる親族 関係を認知 し,彼 らの規範 に従 ってその範囲を縮小 したり
,拡

大 したりしなが ら,流 動的で一時的な集 団を形成 してい く。実 際,彼 らは,近 い親類

と遠い親類 を2つ のこ とばで区別する。彼 らの親類の概念(社 会人類学で広 く用い ら'

れ る"kindred")に は 姻族 も含まれ,あ る自己は 自分の配偶者 の血縁親族を も親類の

中 に含めるのが一般であ る。

 ま ず近い親類を表わす ことばに"初 α7一襯加 一び吻 認'力 弐ある。それ は,「たがいにキ ョ

ウダイである」 とい う意であるといわれ る。今1つ,"tsugulan"20)と い うことば も用

い られてい る。筆者は,大 竹村 と介達村,比 魯村で,そ れぞれ10組 の夫婦をえ らんで
,

自分たちのmar-autju-autjukと 思 っている人 を挙げて も らい,あ とで系譜的関係を調

べてみた・ その結果,mar-vutju-vutjukの 範 囲はイ トコまでで ,第2イ トコを含むか

否かは個人差が あ り,そ の撰択 には,居 住の近 さとい う要因が,主 に働 いてい ると考

20)"tsugulan"がtsukul(夫 婦)と 関連 した こと ば で ある のか 否 か 調 査不 充 分 で あ る。 末 成 もM村

 で は 纏gπZ侃 とい う語 が,も っ とも 頻 繁 に用 い られ て い た と報 告 して い る[末 成,1973:p.47]

 が,筆 者 は,そ の表 記 に確信 が な い の で,こ こで はmar-uutju-vutjukを 用 い る こ とに した。
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え られ る。

 Mar一 襯 加 一autjukは,た がいに密接 な援助 関係を持 っている。第1は,通 過儀礼 の

時 には必要な物資 の調達 ・労働力の提供,と くに非長子同志の婚 姻に際 しての耕地 の

分割 にも協力する。第2は,農 耕作業 における頻繁な労働交換で ある。頭 目家のmar-

vutju-vutjukは,一 般 に研究者 によって頭 目系統 と考 え られて きた範囲である。彼 ら

は,頭 目系統を指示する語 を持 たず,単 に"mazaz疣gilan- noa一ηα7-o吻z`炉 と い う。

mazazangilanは 頭 目を指すか ら,そ れは 「頭 目のキ ョウダ イ ・イ トコ」 といった意 に

な る。 この範囲 の人 びとは,頭 目の持 つ特権 の幾分かを分与 されていた。 しか し,頭

目のmar-autju-autjukが,貴 族 階層 と して存在 したのか否か は,さ らに詳細な資料 と

その分析を必要 とする。

 他 に "kasusu"の 関係が ある。 mar-vutju-autjukの 調 査 と同 じ方法で人び とに尋 ね

てみ ると,こ の範囲は第2イ トコよ りさ らに広い範囲を含んでい る。mar一砲加 一・吻 納

もkasusuも,他 部落 に婚 出 した者や移動 した者 を も含 みはす るが,そ の場合 には,

kasusuで もせいぜ いイ トコまでである。他部落 にいるキ ョウダイ につ いては,彼 らの

子供の数や名前 も知 らない者が多 く,イ トコ同志 になると忘れ られてい る場合 もかな

り多いよ うである。

 kasusuは 通 過儀礼 の時 には,加 αγ一〃吻 π一・吻 脈 よ りは消極 的で あるが,支 援 や参 加

が期待 されている。また,多 くの入手の必要な農作業,畑 の開墾や粟や米の収 穫時,

家 を建てた り修理をする時 などで ある。 しか し,kasusuの 紐 帯を強 くす るのは,日 常

の社会生活における相互 の往来 の頻度であ り,そ れに伴 う物や労力の交換であ る。 し

たが って,部 落に住 んで いるイ トコであ って も,ト ラックの運転手 として平地 に働 い

てい る人の場合,あ とで調査者が その人 もkasusuか 否 かを確め るまで,口 述者 の認

識の 中に入 っていなかった。

 要 す るに,加 αγ一砲加 一〇吻 疏 もkasusuも,そ のカテゴ リーの幅は異 って も,自 己 ま

た は夫婦中心的な親族 関係 であ り,繰 り返 され る日常生活 の中で の行為の交換 によっ

てかな り明確に認識 されて いる親'族関係であ る。

2.如 一の α7α π とta-vusam

 パ イ ワン族は,"1つ の"と 形容 され る慣 習法語 彙を豊富 に持 ってい る。一般 に双

系社会 と考え られ るところで,`肋 一のα7伽(1つ の路)","'α 一nasi-an(1つ の 息)",あ る

いは"彪 ゴα祝09-an(1つ の 血)"は,何 を意味 してい るのであろ うか。 これ ら3つ の

相異 ることばは,東 部においてはまった く同 じ意味 として人 びとに認識 さ れ て い る
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図7 Coacoqoの 人びとの 雄4加 襯 の概念

が,大 竹村では"'α 一の脚 η"が,ま た介達村,比 魯村では"tav'amog-an"が 他 よりも

頻繁 に用い られてい る。

 さて,「ta一 のα7αηとは どんなことか」 と尋ねてみ ると,人 び とは 「われわれはみん

な1つ の家か ら出たのだか ら,Coacoqoの 人 は 雄 のαr伽,す なわ ち, .tcがい に親戚で

ある という意味だ」 とい う。 この場合,1つ の家 とは どこの家か と問えば,そ れ は頭

目の家であるとい う。 そこでCoacoqoに おいて,各 戸を訪問 して,そ れぞれ のta-一

む徽 ηを 口述 して も らって,そ れを整理 したのが図7で あ る。短期の調査 であ ったた

め,調 査 不充分 のもの(夫 婦の両方か らロ述を得 られ なか った)や,未 調査 に終 った

ものが3戸 ある ということを断 って,分 析の結果 を纏 めて みると次 のようにな る。

 ① 系 譜的親族 の認識 において も,夫 婦はかな らず 護α一纏 鰯 απ(一 組)と して考 え

られてお り,し か もそれぞれ に双系の系譜的親 族が存在 する故,多 系の 中か ら頭 目に

近い系統を選んでい く傾 向が顕著で あった。た とえば,[1]の 家 では,妻 方を とって

も夫方を とって も,頭 目家 との系譜関係は明確であ るに もかかわ らず,そ こでは妻の

父の系統を辿 る。それは,彼 が頭 目Savangの 弟 であ り,頭 目家へ辿る一番 の近道で

あ るか らであ る。 しか し,[6],[30],[28],[10]は,彼 らの長子[1]か ら3代 遡 っ

てい く系譜を とる。 この ことは,夫 婦間で は,た とえ血縁関係がな くて も,ま た,自

分を相手 の系譜二の中 に位 置づけ ることがあって も,キ ョウダイの姻戚は排 除され てい

るこ とを示す ものであ る。

 ② かな らず しも長子の継承線が重視されるのでな く,婚 入者であ る非 長子 の系統

が頭 目家 に近 けれ ば,そ の近い方を辿 る。た とえば,[1]の 場 合,婚 入者 であ る非長
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子の妻の系統を辿 って お り,そ の一代前 に関 して も,長 子 である母 よ りも,非 長子で

あ って も頭 目の弟で ある父の方 へ向って系譜を追 ってい く。同 じよ うに[28]も,そ の

妻は長子である夫 の家 に婚入 したのであるが,そ の夫の系譜は,祖 先 がかつて頭 目家

か ら出た とい う程度 に しか記憶 しないほど遠 く離れてい るので,妻 方を選 んだ と考え

られ る。 この表 には,夫 婦両方が記入 されて お らず(図 が大変複雑になるため), む

しろ[]述 者 が選択 した側だけが記入 されてあるので,図 の上 には現われないが,こ の

ような系譜認識 は他 に も例が多い。

 ③ 養子は実子 と同 じに取扱われ ることは,系 譜 において も同 じである。[56]の 父

Sは ア ミ族出身であ るが,小 さい時両親 に捨て られCoacoqoに 迷 い込んで来 た。そ

こで頭 目Sumasianが 引 きとって育 てた。彼 は,頭 目家のkasusuで あ る妻を迎え,

分 戸 したが,そ の妻の死後再婚 して いる。彼は頭 目家の出身 と見 なされてい る。Coa-

coqoで は,今,記 憶 されてい る限 りこの1例 に過 ぎないが, K部 落 のGeren家 に は

同 じ例 が3人 あり,頭 目家の 徽7-・吻 翫 び吻 脈 と認め られてい る。

 ④ 他部落か ら婚入 して来た者 の系譜 は排除 されてい る。他部落か らの婚入者に関

しては,一 般 にその夫婦 と近い親類 以外 は,ぐ の者の生家 について知 らない。しか し・

夫 婦は ∫α一磁 んぬ ηで あるので,婚 入者 も'α一伽 γαη の成員 に含 まれ る・ たとえ ば,

[16]は7,}8年 前 にCoavarか ら移住 して来 た。昔 はその部落の親類を頼 って,さ ら

に頭 目家の許 可を得て移住 したが,今 は政府 の保留地なので,[16]の よ うに頼 る親 類

もな く移住 して来 る場合 があるとい う。[16]は,彼 ら自か らも,ま た部落 の人 びとか

らも 妊4勿 磁 の外 に位置づ けられてい る。 しか し,そ の娘は[24]に 婚 入 した。彼女
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は,夫 の系統の中 に編入 されて いるので ある。

 ⑤ 系譜は,か な らず 自己か ら上 の世代へ と辿 られるので,た とえ どんなに頭 目家

へ の近道であ って も,1世 代下 って その配偶者の系統を考える ということはない。た

とえば,上 述の[16]は,娘 の婚入先 とは無関係に他所者 として,ta-dijaranの 仲 間 に

は入れないのである。

 ⑥ 当然 の ことだが,他 部落 に婚 出してい った者 は,'α 一伽 ∫醜 の成員 とは認 め ら

れ ない。

 系 譜の記憶 に関 して は,個 人差が大 き く,そ の人 の育 った家族の背景が大切 であ っ

て,幼 くして両親や祖父母を失 った場合には,せ いぜ い3代,時 には父母 のキ ョウダ

イ以上 は記憶 されていない ことがあ る。 その ような人 も,「Coacoqoの 人 は みん な

同 じ家 か ら出た」 と して'α 一のαγαη の中に自 らを入れてい る。

 さて,彦 酬のα7伽 は頭 目家を中心 とする超世代的な系譜 関係であ り,こ れを"stem-

centric network of genealogical-multilineal lines"と 規 定す ることが可能 である。 そ し

て,こ の ネ ッ トワー クが,居 住 とい う要 因によって枠づ けられ る時,彦 α一卿 剛 は親族

集団 とな りうるのである。成 員権の獲得 には,ま ず居住 とい う条件 が必要であ り,他

部 落 に婚出 した者が含まれない とい うことは,簡 単 に親族集 団 と規定 されてはな らな

い。

 次に,こ の地域集団を分析 してみよう。部落は"卿 伽 η"と 呼ばれ,部 落の人びと

写 真1 Coacoqoの 頭 目家 に あ るParisian

    下にあ る石の台の上に小 さな石が3つ 並べられ てい る。
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写 真2 Kalacaranの 頭 目家 の玄 関 奥 に設 け られ たParisian

   右下の石がqinalanの 神霊の宿る石,そ の前にはお酒が供え

    てあ る。右上はParisi(祈 禧)に 用いる道具,左 側には中華

    民国政府 からのさまざまな表彰状が置 かれている。

を"gi-ta-nalan"(1つ の 部落の人)と い う。 各部落 には,そ の創設者(na--gamizin)

と考 え られてい る頭 目家があ り,部 落 の守護神を祀 ってい る。現在 もCoacoqρ とK

部 落の頭 目家 には祭屋Parisianが あ る(写 真1,2)。 Coacoqoの 場 合,そ こには3つ

の神霊,す なわちeinalan(部 落 の神霊), .vusam(粟 種 の神霊)そ してVUVU(祖 霊)が

祀 られている。それ らは,移 住の時には頭 目家 と共 に移 されなければな らない。ρ碗一

sianは , Coacoqoの 場 合,平 凡 な石が,石 の桐堂 の中に並べ られている というご く簡

素な ものであるが,そ れ は部落 の共同祭祀 の中心をなす ものであ った。K部 落 の場合

にも,旧 部落か ら移住 して来 た時,大 切に運 ばれた1つ の石が,部 落の守護霊 として
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頭 目家 に祀 られてい る。それはまた,・ π砲(祖 霊)で もある というが,粟 の神霊 が宿

って いるとは信 じ られていない。また,古 野は,各 部落 のginalanは,そ の 部 落 の

η鰯(生 命 ・息)で あ り,平 生はそ こに行 って触れることは禁忌である と指摘 して い

る[古 野,1945:p.146]。

 今1つ,こ れ らのことに関連 した興味深い事例を報告 しておきたい6そ れは,1972

年 にK部 落の頭 目家(Geren家)の 前庭 に建立 された移住 の記念碑をめ ぐってで あ

る(写 真3)。 この記念碑完成祝いは,粟 収穫祭の時に行われたので あるが,こ れは

観 察で きなかった。興味深いのは,そ の碑 に刻 まれた建立者 氏名 とその配列 であ る。

 ま ず,表 面 の移住次第書の後 に建立者 として現頭 目Geren Patqao(高 玉 蘭)の 名

が 刻まれている。裏面 には,K部 落 のすべてのta-uma4anの 代 表者,1人 ひ とりの名

が 記 されてあるが,そ の最初に頭 目の夫Puraruyan(李 峰雄)が ある。このta-u・mα一

eanの 代表者を調べて みると,そ れは夫婦 のどち らか一方で,長 子 と非長子 の場合は

長 子,共 に非長子 の場合 には夫(こ れは多分現行の戸籍に準 じたのであろう),さ ら

に,他 部落 か らの婚入者の場合 には,こ の部落 出身の方が代表者 となって いる。その

配 列の順序は,頭 目家と系譜的 に近いta-umaqanか ら遠い者 と,そ して最後 にルカイ

族 の来住者 である4戸 の代表者 で終 っている。現頭 目もその前の頭 目もキ ョウダイが.

な か った上,養 い子 は他部落 に婚入 しているので,現 在K部 落 で頭 目家に最 も近 い

の は,現 頭 目の第2イ トコであ る。 この中には,現 頭 目の祖母 と擬制 キ ョウダイの関

係 を結んだ人の子孫 も含 まれてい るbま た,同 じルカイ族出身で も,K部 落 の人 とす

写真3 Kalacaranの 頭 目家の前庭隅に建てられた移住記念碑
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図8 本家 ・分家関係

   B家 のEgoか らみて A家 は母方祖父の本家筋

C家 は父方祖父の本家筋

D家 は父方祖父の本家筋

でに婚 姻関係を結 んで いる[23]の 家 は,同 じルカイ仲間 の先頭 に記 されてい る。C

部 落,V部 落 の頭 目のイ トコたちは,も ちろん ここには含 まれていない。すなわち,

こ こに もta-4加 侃 の関係が 明確 に表現 されて いるのである。 また,こ の記念 碑の中

に,ginalanの 神 霊 とされてい る石 を納 めるべ きか否か について,部 落 の長老た ちが

頭 目家に集ま って論議 したが,結 局,子 供 たちが記念 碑に上 って遊 んだ りす るので,

そ の神霊が怒 ることを恐 れて納 めない ことにな った。そ して それは,今 も頭 目家の家

の 中に祀 られてい る。 ここで もまた,記 念碑の建て られた頭 目家の前庭 は,部 落 の共

同i祭祀 の場 とな ってい る。

 以 上の分析か ら,東 部パイ ワン社会 の φπ蜘 η,す なわ ち部落 は,頭 目家を 中心 とし

たta一 伽7侃 とい う系譜 関係 のネッ トワー クに家 々を結びつ けなが ら,地 域共同体 ・

祭祀共 同体 として機能 してい るとい うことが出来 る。それ は,ta-vusam(1人 の 長子)

と して頭 目を位置づ け,さ らに,そ の頭 目家を 唯一 の本家,η レψ認(木 の根元の意)

とす るこ とによって,双 系原理を生か して,ta-4勿 απを形成 してい ると考え られ る。

す なわち,頭 目がすべて の長子 に優る長子 とされて いるか ら,頭 目の家筋が不動の長

子筋 ・本家筋 として固定 され るのである。一般部落民 の間では,図8に 示 した ように,

本 家筋であ るB家 は,A, C, D家 か らみれば分家筋である といったような複雑な関係

が生 じて,い ずれを本家筋 とも決 め得ない。 しか し,頭 目家の場合 には,そ の非長子                ]

が部落民の長子の家に婚入 して も,そ の婚入先は長子筋でありながら,そ れは,頭 目

家の分家筋と認識されるのである。

 パイワン社会が,他 の台湾山地民の社会に地較して,政 治集団としても祭祀集団と

して も,部 落の自立性が強いということは,上 述のとおりである。しかし,頭 目家同
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志の間では,部 落を越えてかなり緊密な婚姻関係が結ばれながら,部 落連合のような

政治組織は成立 しなかった。また,1つ ところから祖霊を迎える儀礼を行いなが ら,

部落を越えた大きな祭祀集団も形成されずに来たのは,複 雑な系譜的関係を持つ諸頭

目家間に,さ らに大頭 目と呼ばれる家筋が固定 されず,婚 姻において長子が移動する

と本家筋も動 くというように,政 治的にも,儀 礼的にも平等の長子権が認められてい

たか らではないだろうか。このことは,パ イワン族の頭目制の分析において重要であ

ると思われる。

お わ り に

 以上,筆 者は,東 部パ イワン社会 の家族 と親族を分折 しなが ら,政 治的 ・経済的 ・

法 的 ・宗教的共同体 と しての部落,qinalanの 集 団構造 のあ り方を提示 してみた。

 双 系社会 は,父 方 ・母方の親族 関係の同質性を基盤 としてい るので,そ の組織のあ

り方は,単 系社会 のそれ よ りバ リエーシ ョンに富んでい ると中根は指摘 し て い る が

[中 根,1964:P・151],双 系 社会 の研究者の多 くは,ambilinealな 出 自集団の指摘

に注 目して来 た観 がある。今 ここに提示 した'α一4沙α1Zも,一 般に"ancestor-orient-

ed kin group"と 呼 ばれ る親族集団の ように考 え られ るが,そ れは,頭 目の家筋へ と

収敏 させて い く系 譜関係 の認知であ り, "関 係概念"で あることを明確 に しなけれ ば

な らない。そ して,そ のような関係 によ って結 ばれ た人び とが,集 団 として の共 同体

に組織 され るためには,地 縁的な要素で枠組 みされ なけれ ばな らないのであ る。それ

が,qinalanで あ る。このqinalanは, ta-ausamと して社会 ・政治的権威 と共 に,象

徴的 ・儀礼的権威 を与 え られてい る頭 目に率い られ,共 同体 と しての機能 を果 してい

る。

 ta-tsukulanとta-umaqanもta-4勿 αη とqinalanと に対応す ると考え られないだ ろ

うか。家族 と世 帯 については,す で に数多 くの社会人類学者 によって,そ れ らの概念

規定が試み られて きた。世 帯に関 しては,共 食 ・居住 の要素で枠組 された 集 団 概 念

[中 根,1970:p・431]と して把え ることに大 きな異論はない ように思われる。他方,

家 族 に関しては さまざまな見解 がある。ta-u maqanは,単 に共食 ・共住 の世帯ではな

く,日 本の 「家」ほ どではないに して も,夫 婦 ・親子 関係 の中で,長 子 の地位が,社

会 的にも儀礼的 にも優位 におかれ る とい うことにおいて,か な り制度化 された家 と考

え られ る。 そうであ るな らば,0般 に家族 といわれ るものの中に も,伽 ∫5説π伽 の よ

うに,夫 婦 ・親子関係を 中心に した 関係概念 としての"familyship"と 仮 に表現 出来

る もの と,そ のよ うな 関係が居住 とい う要因によって枠が決定 され た"family group"
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の よ う なta-u maqanの 概 念 が,こ の 社 会 に は 存 在 す る 。 さ ら に,`α 一融 弼 一απ は 親 族

関係の基礎単位であるとい うことは重要である。それ故に,他 部落か らの婚入者も,

妬4勿 侃 の関係の中に自分を位置づけることが可能なのである。

ここでは,家 族や世帯,親 族や親族集団をめ ぐるさまざまな論議を検討するのでは

な く,む しろ,直 接収集 した資料の分析とその解釈を試みることが目的であった。さ

らに,双 系社会のバ リエ0シ ョンを知るためには,単 に社会構造の分析に留ま らず,

イデオロギーの側面にも分析を加えることが重要であると考え,そ の努力も試みた。

これ らの目的が,た とえわずかで も達成されていれば大きな喜びである。
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